
毎回の授業で、授業開始時
にねらいの共通理解を図
り、本時のまとめの段階で
は、ねらいに沿った振り返
りをすることで、生徒が見
通しをもって活動できるよ
う心がけた。また、単元計
画の中で主体的な活動を意
識的に取り入れることや、
学習状況を把握することは
一層の充実が必要である。 

規範意識を高めるための日々の
取組は継続的に実践している
が、前年度同様、自治の力を育
む集団づくりについては課題が
みられた。今後、教師の率先垂
範だけでなく、生徒会や評議員
会、委員会活動を積極的に展開
し、望ましい学年集団づくりに
取り組んでいく必要がある。読
書活動については、継続的に朝
読書を実施しているが、ビブリ
オバトルや図書室の活用促進な
ど、様々な取組を行う必要があ
る。 
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57%

57%

76%

24%

24%

10%

5%

0%

0%

学習状況の把握

主体的な学習場面の設定

学習活動やねらいの共通理解

＜教職員自己評価より＞

十分達成できている ほぼ達成できている

達成できているとはいえない ほとんど達成できていない
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38%

52%

67%

52%

19%

24%

0%

5%

0%

読書活動の促進

行動規範を示し当たり前が

できる集団づくり

継続的な指導による

信頼関係の構築

＜教職員自己評価より＞

十分達成できている ほぼ達成できている

達成できているとはいえない ほとんど達成できていない

45%

37%

43%

44%

7%

13%

4%

7%

授業で発表機会がある

授業での振り返りがあ

る

＜生徒アンケート＞

当てはまる
どちらかというと当てはまる
どちらかというと当てはまらない
当てはまらない

11%

25%

19%

52%

31%

16%

40%

7%

家庭学習を毎日している

意欲的に授業に取り組ん

でいる

＜保護者アンケート＞

当てはまる
どちらかというと当てはまる
どちらかというと当てはまらない
当てはまらない

令和４年度 勝山中学校「学校評価」 

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策を講じながらですが、できる限り通常の教育活動に戻すことに努

めました。教育目標である「学校関係諸法令及び本府『教育振興プラン』『学校教育の重点』及び本市の『指

導の重点』に基づき、創造性あふれる心豊かな生徒の育成に努め、知・徳・体の調和のとれた発達を図り、生

涯にわたる学習の基礎を培う」の達成を目指して取り組んできたことを１年を振り返り「学習指導」「学年・

学級経営」「生徒指導」「人権教育・危機管理」の４つの柱で評価しました。 

 

Ⅰ 学習指導・各教科 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞生徒は、概ね授業で自分の意見を発表したり、学習の振り返りをする機会があると答えており、保護者の 

方々からも意欲的に授業に取り組んでいるとの評価を得ている。しかし、家庭学習の習慣が十分にある生徒 

は３割程度にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ 学年・学級経営 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校評議員の方々より】 
・研究目標に沿った授業改善が、主体的な学びへの意欲の高まりに繋がり、３年生の進路実現につなが
っていると感じました。 

・学習のめあてについては丁寧に指導をいただいているようですが、「本時のめあて」を黒板に掲示す
るなど、生徒が常に見通しを持って活動できるような工夫もお願いしたい。単元計画の中に効果的に
主体的・対話的な学習場面をつくることは大切なので継続して取り組んでほしい。 



不登校の問題については、
個々の状況に応じたきめ細か
な対応に努めており、別室登
校や放課後登校など、状況が
好転する生徒も見られる。た
だし、出現率が国や府平均よ
り高い状況が続いており、引
き続き本校の喫緊の課題であ
る。また、いじめ等の対応に
ついては、チームとしてより
丁寧な対応することが必要で
ある。 

50%

38%

42%

49%

2%

2%

子供は楽しく学校

に通っている

学校行事等に熱心に

取り組んでいる

＜保護者アンケート＞

当てはまる
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当てはまらない
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学校は相談に適

切…

生徒は決まりを

守っている

＜保護者アンケート＞

当てはまる
どちらかといえば、当てはまる
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当てはまらない
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0%
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いじめの根絶

問題行動や不登校の

未然防止や早期対応

あいさつから始まる

コミュニケーション能力の育成

＜教職員個人評価より＞

十分達成できている ほぼ達成できている

達成できているとはいえない ほとんど達成できていない
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当てはまる
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51%

62%

39%

29%

5%

4%
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5%

先生は話を聞いてくれる

学校の規則を守っている

＜生徒アンケート＞

当てはまる

どちらかというと当てはまる

どちらかというと当てはまらない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞「学校に来るのが楽しい」「行事には満足している」と回答している生徒は多く、学校生活が充実している 

様子が伺え、保護者の方々からも、「子どもは楽しく学校に通っている」「学校行事に熱心に取り組んでいる」 

と感じていただいており、いずれも肯定的な評価をいただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 生徒指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞生徒・保護者ともに、「学校の決まりを守っている」「先生は話を聞いてくれる」と感じており、安心して学

校生活を送っていることが覗える。 

 

 

 

 

 

 

 

【学校評議員の方々より】 
・本年度も、感染症対策で大変な中、３年ぶりの文化祭をはじめ、体育大会や、修学旅行・校外学習の
実施、また部活動が継続できたことは子どもたちにとってかけがえのない体験・経験になったと思い
ます。 

・図書ボランティアの方から借りた本をなかなか期日どおり二返却できていない生徒もいると聞きま
す。厳しく指導すると図書室から足が遠のくこともあるので難しいが、上手く指導をお願いしたい。 

 

【学校評議員の方々より】 
・先生方から率先してあいさつされていることが、子どもたちの行動にも良い影響が与えていると感じ
ます。 

・コロナ禍で、学級懇談会や PTAの取組などで、保護者同士が顔を合わせてお互いの話しをする機会
が減っており、学校も大変だと思いますが、本当に困り感のある保護者の相談を受け止められるよう
お願いします。 



京都府の人権教育に関する調
査結果も踏まえ、校内研修や
職員会議、職員朝礼等におい
て同和問題の基礎知識と理解
を深められるよう研修機会の
充実に努めている。今後、教
職員個々の人権教育に対する
知識・理解と併せて指導内容
の工夫など、より一層人権教
育について計画的・継続的に
研修を進めていく必要があ
る。 
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「これくらい大丈夫」を払拭し、

未然防止に努める

同和問題を柱にした人権学習

いじめや差別の問題には

毅然とした対応を行う

＜教職員個人評価＞

十分達成できている ほぼ達成できている

達成できているとはいえない ほとんど達成できていない
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Ⅳ 人権教育・危機管理 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 ☞生徒は学校や地域で決まりを 

守って生活できており、規範意識 

の醸成に繋がっている。 

また、９割弱の保護者の方々か 

ら学校の感染対策については、評 

価をしていただきました。新年度 

以降も、引き続き感染拡大防止に 

努めつつ、子どもたちの教育活動 

が充実した内容となるよう、教職 

員一同努力していきたい。                              

                                                                   

 

 

 

 

 

 

【学校評議員の方々より】 
・新型コロナウイルス感染症の対策について、様々な工夫をしながら、できる限り教育活動が滞らない
よう努力していただいている。特に、３年ぶりに文化祭が開催され、体育大会や修学旅行等、子ども
たちにとって大きな行事を実施していただいたことは大変有り難かった。 
・新型コロナウイルス感染症については、引き続きさまざまな対策を取っていただき、子どもたちの教
育活動が滞ることがないよう内容の充実に努めてください。 


